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この広報誌は共同募金の配分金で作成しました。

　６月９日の本会理事会で、正副会長が選任され、引き続き菊池
会長以下３人の副会長が再任されました。理事も２名代わられ、
新しい体制の下、２年間の本会の運営及び活動のご指導を担われ
ることになりました。

引き続き「住民が主体となって進める
地域福祉活動」を推進いたします。

新しい執行体制が決まりました。

（写真左から、井上副会長、菊池会長、西村副会長、中川副会長）

　

日
頃
は
社
会
福
祉
協
議
会
の
福
祉
活
動
に
、
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
３
月
11
日
に
発
生
し
ま
し
た
大
震
災
に
よ

り
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
と
ご
家
族
の
方
々
に
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
こ
の
度
、
副
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
非

力
な
私
で
す
が
、
お
受
け
し
た
以
上
、
今
の
業
績
を

引
き
継
い
で
更
に
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
、
皆
様
方

の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
全
力
を
尽

く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、ご
指
導
・
ご
鞭
撻
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
皆
様
に
は
お
健
や
か
に

お
過
ご
し
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

６
月
の
理
事
会
に
お
い
て
会
長
に
再
任
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
２
年
間
、
３
名
の
副
会
長
と
共
に
、

西
京
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
更
な
る
充
実
を
目
指
し

ま
す
。

　
〝
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
〞
に
は
、
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
精
神
が

何
よ
り
大
切
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

区
民
の
皆
様
の
、
よ
り

一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

 

会　

長　

菊
池　

潤
治

　

高
齢
社
会
へ
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
伴
な

い
、
小
地
域
に
お
け
る
地
域
福
祉
活
動
の
必

要
性
が
益
々
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
て
い

ま
す
。
住
民
同
士
が
支
え
あ
い
、
助
け
合
う

精
神
こ
そ
が
地
域
福
祉
の
基
盤
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

西
京
区
17
学
区
社
協
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
置
か
れ
て

い
る
状
況
を
踏
ま
え
て
地
域
福
祉
活
動
の
前
進
を
図

っ
て
い
ま
す
。

　

安
全
・
安
心
・
交
流
の
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い

く
た
め
に
も
、
西
京
区
の
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
ご
支
援
を
宜
し
く
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

副
会
長　

西
村　

繁
雄

 

副
会
長　

中
川　

智
雄

　

こ
の
度
の
人
事
に
よ
り
西
京
区
社
会
福
祉

協
議
会
の
副
会
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
、

光
栄
に
思
い
ま
す
と
共
に
身
の
ひ
き
し
ま
る

思
い
で
す
。

　

民
生
児
童
委
員
会
を
代
表
す
る
役
員
と
い
う
こ
と

で
一
層
の
責
任
を
感
じ
て
お
り
ま
す
が
、
共
に
福
祉

の
充
実
・
推
進
を
目
的
と
し
た
共
同
体
で
あ
る
と
い

う
こ
と
と
、
車
の
両
輪
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

支
援
の
方
法
の
違
い
は
多
少
は
あ
り
ま
す
が
、
複

雑
多
様
化
し
て
い
る
社
会
福
祉
制
度
の
充
実
に
、
支

え
合
い
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

脱
輪
す
る
こ
と
な
く
、
い
っ
そ
う
精
励
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

副
会
長　

井
上　

愛
子

正副会長
就任のごあいさつ
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区
社
会
福
祉
協
議
会　

事
業
報
告

　

地
域
社
会
や
家
庭
、
企
業
等
の
相
互
扶
助
機
能
が
急
速
に
力
を
失
い
、
日
常
的
な
福

祉
課
題
が
様
々
な
か
た
ち
で
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
、
基
本
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
公
的
な
サ
ー
ビ
ス
で
対

応
す
る
一
方
で
、
住
民
相
互
の
助
け
合
い
が
必
要
な
ケ
ー
ス
や
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
の
問

題
、
制
度
の
狭
間
や
複
合
的
な
課
題
に
対
し
て
、
新
た
な
支
え
合
い
の
仕
組
み
（
共

助
）
の
拡
大
・
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

西
京
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
昨
年
度
、
京
都
市
・
京
都
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

施
策
・
事
業
を
ふ
ま
え
、「
第
２
期
西
京
区
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
を
事
業
の
基
本
と

し
、
区
民
の
目
に
見
え
る
よ
う
な
地
域
福
祉
の
充
実
に
努
め
ま
し
た
。

　

柱
と
し
た
の
は
、
次
の
７
つ
で
す
。

① 

区
内
17
学
区
の
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
孤
立
し
が
ち
な
高
齢
者
・
障
が
い
の
あ
る
方

等
の
地
域
行
事
へ
の
参
加
促
進
、
子
育
て
サ
ロ
ン
等
、
様
々
な
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

② 

昨
年
度
は
、
誰
も
が
気
軽
に
集
え
る
「
居
場
所
づ
く
り
」
の
取
り
組
み
が
新
た
に
3
学

区
で
始
ま
る
と
と
も
に
、
先
進
的
な
事
業
と
し
て
の
災
害
要
配
慮
者
・
要
援
護
者
支
援

の
取
り
組
み
や
マ
ッ
プ
作
り
等
も
始
ま
り
ま
し
た
。

③ 

高
齢
者
の
社
会
参
加
促
進
や
介
護
予
防
の
た
め
の
「
健
康
す
こ
や
か
学
級
」
も
全
学
区

で
行
わ
れ
、
回
数
の
増
加
や
内
容
の
工
夫
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

① 

市
民
の
声
を
よ
り
一
層
反
映
し
た
運
営
の
た
め
に
、「
西
京
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
運
営
委
員
会
」
を
設
置
し
、
事
業
の
評
価
・
検
討
を
行
な
い
ま
し
た
。

① 

「
西
京
区
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
会
」
で
は
子
育
て
講

演
会
や
研
修
会
を
企
画
し
、
関
係
者
へ
の
支
援
に
努
め
ま
し
た
。

② 

高
齢
者
の
孤
立
防
止
・
介
護
予
防
等
の
た
め
に
、「
地
域
ケ
ア
会

議
」、「
認
知
症
地
域
ケ
ア
協
議
会
」
等
に
参
画
し
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
や
医
師
会
等
と
の
連
携
を
図
り
ま
し
た
。

① 

介
護
者
家
族
の
会
「
虹
の
会
」
に
事
務
局
と
し
て
関
わ
り
、
介
護
保
険
を
取
り
巻
く
制

度
・
施
策
の
変
化
に
合
わ
せ
、
家
族
の
会
に
期
待
さ
れ
る
役
割
や
会
員
の
思
い
を
共
有

し
ま
し
た
。

② 

共
同
募
金
の
配
分
金
を
使
っ
た
助
成
事
業
に
よ
り
、
当
事
者
団
体
の
活
動
の
充
実
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
区
内
の
団
体
の
把
握
に
努
め
ま
し
た
。

① 

低
所
得
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
世
帯
を
対
象
と
し
た
「
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
」
で

は
、
社
会
情
勢
の
変
化
や
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
相
談
件
数
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
丁
寧
な
対
応
に
努
め
ま
し
た
。

② 

区
民
が
抱
え
て
い
る
様
々
な
困
り
ご
と
に
対
し
て
も
、
総
合
的
な
相
談
窓
口
と
し
て
、

随
時
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
の
総
合
相
談
事
業
を
よ
り
充
実
し
て
い
く
た

め
に
、
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
や
区
内
の
専
門
機
関
・
関
係
行
政
機
関
と
の
連
携
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。

① 

福
祉
事
務
所
・
保
健
セ
ン
タ
ー
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機

関
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
区
内
で
生
活
さ
れ
て
い
る
判
断
能
力
に
不
安
が
あ
る

方
に
対
し
、
相
談
援
助
、
日
常
生
活
の
支
援
を
行
な
い
ま
し
た
。

② 

利
用
者
へ
の
支
援
を
担
わ
れ
て
い
る
支
援
員
の
方
々
に
、
広
報
紙
「
支
援
員
新
聞
」
を

通
し
て
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
と
も
に
、
支
援
の
質
を
向
上
す
る
た
め
の
支
援
員
の

交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

① 

地
域
福
祉
活
動
の
主
要
な
財
源
で
あ
る
賛
助
会
費
と
共
同
募
金
に
つ
い
て
は
、
前
年
度

に
比
べ
若
干
の
減
少
が
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
経
済
情
勢
が
厳
し
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
多

く
の
区
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

１
． 

地
域
福
祉
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
財
源
確
保

２
．
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
の
推
進

３
．
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
発
展

４
．
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

５
．
当
事
者
団
体
の
支
援
と
組
織
化
・
育
成
援
助

６
．
相
談
機
能
の
強
化

７
． 

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
（
日
常
生
活
自
立
支
援

事
業
）
の
推
進
・
強
化

③ 

「
西
京
障
害
児
者
地
域
生
活
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
で
は
、
関
係
者
と
と
も
に
研

修
交
流
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

④ 

「
心
の
病
が
あ
る
人
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
会
」
で
は
、「
小
さ
な

秋
の
こ
こ
ろ
ま
つ
り
」
を
開
催
し
、
当
事
者
と
の
交
流
を
通
し
、
当
事
者
が
抱
え
る
生

活
の
し
づ
ら
さ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

② 

「
書
い
て
伝
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」
や
「
夏
休
み
キ
ッ
ズ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
等
、
区
民
に
、
共
生
の
心
を
育
む
場
を
設
け
ま
し
た
。

③ 

西
京
区
総
合
防
災
訓
練
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
等
、
当
事
者
も
炊

き
出
し
等
で
き
る
こ
と
を
行
う
、
よ
り
当
事
者
主
体
の
訓
練
を
実
施

し
、
区
民
が
互
い
に
支
え
助
け
合
う
内
容
と
し
ま
し
た
。

② 

賛
助
会
員
の
募
集
活
動
に
つ
い
て
は
、「
事
業
・
財
政
検
討
委
員

会
」
に
お
け
る
検
討
、
そ
し
て
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
会
議
に

お
け
る
情
報
交
換
に
よ
り
、
募
集
活
動
に
工
夫
を
こ
ら
し
ま
し
た
。

陽だまり通信 　 No.40　

平成22年度決算報告（事業活動収支）

支出の詳細

法人運営事業
●第18回西京区社会福祉大会の開催
●西京区福祉のまちづくり学校の開催
●生活福祉資金貸付事業の実施
●人件費　ほか

学区社協支援事業
● 小地域福祉活動総合推進事業の実施（子育てサロン・居場所
づくり等）

在宅福祉サービス事業
●学区社協活動交流会の実施
●西京区福祉送迎サービス事業の実施　ほか

ボランティアセンター事業
●書いて伝えるボランティア講座
● 青少年の福祉体験事業（夏休みキッズボランティア）の実施
●西京福祉フェスタ2011の実施　ほか

共同募金配分金事業
● 平成22年度福祉事業・ボランティア・NPO応援活動助成事
業の実施

●「陽だまり通信」の発行　ほか

福祉サービス利用援助事業
● 地域福祉権利擁護事業（日常生活自立支援事業）の実施
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　５月18日（水）と21日（土）に、身体障害者授産施設「洛西寮」との共催
で、視覚に障害のある方との交流を通じて、視覚障害のことや手引きの方法を学
ぶ、『視覚障害者支援ボランティア養成講座』を開催しました。
　20名を超える方にご参加いただいた講座は、特殊なメガネを着用しての視覚
障害体験や、アイマスクを着用しての食事体験、また、視覚に障害のある方と外
出しての手引き講習など、盛りだくさんの内容でした。
　視覚障害の当事者である松永さんからは、「外出の際に手助けをしてくれる方
がいることで、安心して歩くことが出来ます。外出先で視覚に障害のある方を見
かけたときには、気軽に声をかけてください。」とのお話がありました。
　西京区ボランティアセンターでは、西京区がだれにとっても住みやすい地域に
なるよう、今後もさまざまな取り組みをすすめていきます。みなさんもふるって
ご参加ください！

　『ボランティア活動がしたい』、『ボランティア活動の支援をして
欲しい』など、ボランティア活動に関する悩みがある方や、『ボラ
ンティアの手助けが欲しい』方は、西京区ボランティアセンターま
でご連絡ください！
　西京区ボランティアセンターは、みなさんのボランティア活動を
サポートします！

視覚障害者支援ボランティア養成講座

視覚に障害のある方と
一緒にまちを歩いてみよう！

参加者の声
（アンケートから抜粋）

意識はありながらも、
実行できなかったこ
とが多々あったので
すが、この講座に後
押ししていただいた
と思います。

これからは外で視覚
に障害のある方を見
かけたら声をかけた
いと思います。

このような講座への参
加は初めてですが、盛
りだくさんの企画があ
って、あっという間の
一日でした。

とても充実していて、
勉強になりました。
実際の体験ができ、
理解のきっかけにな
りました。




